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左
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同
窓
會
々
報

、

本
年
度
同
窓
曾
の
人
的
通
用
機
關
は
、
如
上
の
メ
ン
バ
ー
を
以
て
決
定

せ
ら
れ
た
。

直
接
、
會
務
執
行
の
大
任
を
慨
ぴ
た
吾
等
幹
聯
一
同
は
、
執
れ
も
若
輩

未
熟
の
者
で
到
底
そ
の
器
で
は
な
い
が
、
一
度
遜
ば
れ
て
退
く
事
は
男
兒

の
本
懐
に
非
ず
と
の
自
覺
の
下
に
、
目
前
に
横
た
は
る
幾
多
の
難
局
を
豫

期
し
乍
ら
も
、
正
義
に
燃
え
た
つ
愛
校
心
の
熱
備
ば
断
じ
て
癖
曙
す
る
事

を
許
さ
ず
、
遮
に
吾
等
は
「
異
鐙
同
心
な
れ
ば
蕊
事
を
成
ず
，
一
の
祁
訓
を

奉
戴
し
て
會
務
逢
行
の
原
則
と
な
し
、
如
何
な
る
迫
害
銀
雛
に
も
忍
従
し

て
所
信
を
敷
徹
す
べ
く
、
醗
固
な
決
意
を
固
め
た
の
で
あ
っ
た
。

凡
ゆ
る
犠
牲
を
甘
受
し
て
會
務
に
殉
ず
る
悲
壯
な
畳
悟
は
既
に
決
し
て

ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
繭
全
な
る
會
務
の
逢
行
は
吾
辱
凡
身
の
容
易
に
溌
魂

し
難
い
鹿
で
あ
っ
て
、
過
分
の
大
任
と
は
識
り
な
が
ら
も
、
誠
意
の
一
念

に
訓
ら
る
る
三
喪
の
惑
應
を
仰
い
で
、
大
過
な
く
一
ヶ
年
の
重
責
壁
完
Ｌ

え
ら
る
ぺ
く
誓
願
に
發
し
て
忍
苦
の
壯
途
に
上
っ
た
。

幹
恥
香
川
英
頂
君

助
手
上
田
玄
忠
君

（
丈
學
部
助
手
米
耀
君
入
管
後
は
椿
金
一
装
君
が
該
部
助
手
を
引
繼
ぐ
）
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爾
來
會
務
は
蒲
々
と
し
て
迩
韓
し
、
幾
多
の
成
果
を
收
め
つ
Ｌ
あ
る
。

そ
の
詳
細
な
る
報
道
は
後
記
の
各
部
報
に
譲
っ
て
、
蕊
に
些
か
吾
人
の
心

境
を
記
述
す
る
に
、
今
次
の
轆
鎚
は
、
皇
室
の
御
稜
威
と
、
皇
車
の
愛
幽

糖
祁
に
燃
え
る
血
み
泥
な
齋
闘
が
、
克
く
銃
後
の
弧
靭
な
結
束
と
相
俟
っ

て
、
惟
界
聖
職
史
上
稀
に
見
ら
ふ
る
成
果
を
収
め
つ
ふ
あ
る
も
、
そ
の
後

に
來
る
ぺ
奇
對
支
文
化
工
作
の
任
務
は
、
東
洋
平
和
確
立
上
極
め
て
諏
要

性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
大
任
は
佃
へ
に
宗
教
家
の
挫
肩
に

か
ち
る
も
の
で
あ
り
、
就
中
立
正
安
國
を
標
擁
す
る
宗
幽
人
は
特
に
此
の

大
任
の
本
賀
を
熟
考
し
、
確
淡
な
認
談
を
以
て
変
践
に
乗
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

宗
狐
の
膝
下
に
青
れ
っ
Ｌ
あ
る
祁
山
學
徒
に
も
，
將
來
如
上
の
大
任
を

分
推
す
る
重
大
な
斑
務
を
課
せ
ら
れ
つ
上
あ
る
事
を
考
察
す
る
時
、
三
．

五
。
八
歳
の
修
學
期
間
は
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
、
今
更
養
言
を
要
し
な

い
。
吾
等
は
単
な
る
知
談
探
究
の
み
に
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
信
心
捻

本
二
謎
輔
遥
は
一
家
の
鐡
則
で
あ
り
、
大
乗
的
な
慈
悲
。
信
念
。
識
見
・
辿
力

等
の
繍
紳
的
要
素
が
調
和
的
に
融
合
し
て
高
遜
な
る
人
格
に
統
一
せ
ら
れ

頑
健
な
る
肉
慨
に
具
現
す
る
時
、
始
め
て
時
代
の
要
求
す
る
虚
の
宗
教
家

が
完
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
祁
山
學
徒
の
修
學
は
輩
に
標
準
を
求
め
て

切
碓
啄
磨
の
努
力
を
毒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
治
行
政
機
棚
た
る
同
窓
食
の
蓮
畑
も
、
今
鳳
く
在
延
學
徒
に
約
し
て

考
察
す
る
畔
は
、
如
上
の
郵
想
髄
現
に
菱
し
て
こ
そ
、
本
會
の
存
在
意
義

が
發
揮
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
學
徒
各
位
は
、
克
く
本
會
の
本
質

的
使
命
を
認
職
し
て
之
を
有
効
に
迩
川
し
、
以
て
そ
の
性
能
を
獅
全
に
發

部

報

魂
せ
し
む
る
様
に
努
む
る
鞭
が
必
要
で
あ
る
。

経
に
臨
み
、
本
年
度
は
本
會
に
於
て
‐
司
職
時
の
反
映
で
波
蝋
の
多
い
識

で
あ
っ
た
が
、
幸
ひ
に
倉
長
現
下
を
始
め
、
各
部
長
先
生
並
に
誰
先
生
、

本
山
鐡
局
の
御
指
導
と
、
先
張
諸
帥
、
有
繰
各
位
、
會
員
諸
兄
の
御
後
按

を
得
て
大
過
な
く
會
務
の
大
半
を
途
行
す
る
事
を
得
て
感
激
に
絶
え
ず
、

以
て
滿
腔
の
謝
意
途
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
下
邨
生
詑
）

◇
廃
務
郡

四
月
竹
一
日
選
鯛
さ
れ
た
吾
々
は
順
次
定
期
大
會
の
準
備
を
な
し
つ
Ｌ

樹
日
を
迎
ふ
。

四
月
三
十
日
第
廿
七
回
同
窓
簿
定
期
大
會
を
本
學
院
の
講
堂
に
て
開
催

す
。
午
前
十
時
、
難
波
庶
務
幹
率
開
會
宣
言
、
先
づ
柿
沼
敬
授
剛
會
長

代
理
と
し
て
訓
辞
あ
り
。
次
い
で
正
副
議
長
決
定
（
議
長
松
木
教
授
、

副
議
長
中
條
教
授
）
直
ち
に
各
部
の
經
過
報
告
。
引
葱
い
て
之
に
封
す

る
磁
疑
雌
答
、
若
干
の
愛
間
あ
る
も
松
木
譲
挺
の
流
快
な
る
司
會
・
ト
依

り
至
樋
順
調
に
進
行
し
て
間
も
な
く
絡
了
す
。
次
い
で
薄
幹
蛎
を
代
表

し
て
難
波
醤
庶
務
幹
事
の
解
任
挨
拶
が
あ
り
、
引
綾
い
て
下
邨
新
庶
務

幹
事
の
就
任
の
瀞
が
あ
り
、
つ
い
で
下
邨
庶
務
幹
事
本
年
度
識
算
案
を

各
部
記
事

一

七


